
教師支援サイトの再構築
－「JF日本語教育スタンダードサイト」「みんなのCan-do サイト」

「みんなの教材サイト」連携の試み－

伊藤由希子・長坂水晶・上原由美子

１．はじめに
２０１８年５月、国際交流基金日本語国際センターが運営する「JF日本語教育スタンダードサイ

ト https : //jfstandard.jp」（以下、JFSサイト）、「みんなのCan-do サイト https : //jfstandard.

jp/cando/」（以下、Can-do サイト）、「みんなの教材サイト https : //minnanokyozai.jp」（以

下、教材サイト）が、同時に全面リニューアルされた。これら３つのサイト（以下、３サイト）

の再構築の目的は、ユーザーのニーズに合わせ、それぞれのサイトをより使いやすく便利なサ

イトにするとともに、JF日本語教育スタンダード（以下、JFS）が提案する、課題遂行能力

を育成するための授業実践を支援することである。本稿では、これらの目的を達成するため、

再構築で何を重視し、どう実現したのかを報告する。

２．再構築の背景
２．１ JFS と３サイト

JFS は、機関や地域を越え、学習者・教授者・コース提供者らが共有できる日本語教育の

枠組みとして、２０１０年に公開された。JFSは、「課題遂行能力」と「異文化理解能力」の育

成を通して相互理解を深める日本語教育実践を支えることを目指すものである。日本語の熟達

度をCEFR（Council of Europe ２００８）と同じレベル基準で示し、現実場面での具体的なコミ

ュニケーション言語活動を表すCan-do を学習目標に設定することと、言語に関する知識では

なく、Can-do が達成できたかどうかを評価することを提案している（国際交流基金 ２０１７）。

JFSサイトでは、コミュニケーション能力の育成を目指す教師が JFSを便利に活用できる

よう、JFSの解説、Can-do による学習目標設定やコースシラバス策定の実践例など、教育現

場で活用した事例を掲載してきた。

またCan-do サイトは、現実場面での課題遂行を学習目標に設定し、評価と学習内容に一貫

性を持たせた実践をサポートするため、CEFRのレベル尺度によるCan-do を提供するデータ

ベースとして公開された。Can-do サイトでは、CEFR Can-do と、国際交流基金が独自に作成

した JF Can-do（１）の検索や、保存・編集ができ、Can-do の活用を促進してきた（押尾ほか ２０１３）。
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一方、教材サイトは、海外の日本語教材開発支援の一環として、２００２年に国際交流基金日本

語国際センターが公開した素材提供型サイトである。学習者の多様化や技術の発達を背景に、

「世界のいかなる地域の日本語教師でも容易に活用できること」「著作権許諾の手続きを必要

とせず、自由に活用できる日本語教育用素材を提供すること」「利用者が素材・情報を受容す

るだけでなく発信もできる双方向性を確保すること」「教材に関する日本語教師間の相互交流

を促進させ、教師の専門性発達に寄与すること」という４つの基本方針をもとに開発された（島

田ほか ２００３：７）。２００８年には、素材の追加拡充、素材検索の利便性の向上、コミュニティ機

能の拡充を重点としたリニューアルが実施されており（赤澤ほか ２００９）、今回が２度目の大規

模リニューアルとなる。今回のリニューアル前の２０１８年２月時点での主なコンテンツは、教室

活動用素材、イラスト、写真、読解素材、教師用の文法解説、ユーザーが自作の教材を投稿で

きるコーナー「みんなの広場」であった。

２．２ サイトへの要望と教師のニーズ

３サイトの公開以来、国内外の日本語教師であるユーザーから寄せられてきた要望と問題点

をまとめる。

（１）JFSサイトとCan-do サイト

JFSサイトに多く寄せられてきた声は、「JFSとは何かがわかりにくい」「JFSの活用方法

がわからない」といったものである。また、JFSの基礎資料や活用事例の充実が望まれなが

らも、それらがサイトのどこにあるのかがわかりにくい点も指摘されてきた。つまり JFSは

コミュニケーションを重視した教育を提案してきたものの、現場に役立つ資料が JFSサイト

上でうまく提供されていなかった、ということができる。

また、Can-do サイトに関しては、２０１４年から２０１７年にかけて、国際交流基金日本語国際セ

ンターの専任講師、JF日本語講座（２）の講師、派遣専門家（３）らにアンケートとインタビュー

（計２３名）を実施したところ、「検索しても必要なCan-do が見つからない」「Can-do に番号

を付与してほしい」「キーワードとレベルで同時に検索をしたい」といった意見が出された。

検索結果画面には、「絞り込み検索ができるとよい」「JF Can-do と CEFR Can-do の関係が

わかるように表示してほしい」「Can-do の保存やダウンロードが簡単にできるようにしてほし

い」「ほかのユーザーのCan-do フォルダが見られるようにしてほしい」といった意見が出さ

れた。

（２）教材サイト

教材サイトに関しては、ユーザーアンケート（４）（２０１５年度および２０１６年度分 計２９１件）、お

よび国際交流基金日本語国際センターで研修中の研修参加者（５）へのアンケート（１１６名）と聞

き取り調査（１０名）を行い、サイトへの意見や要望などを聞いた。また、ユーザーの意見のほ
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かに、教材サイトが主な対象としている海外の日本語教師が抱える課題を調べるため、日本語

国際センターの「長期研修」（６）の研修参加者５０名が書いた作文の分析を行った。この作文は、

研修応募時に書かれた４００字程度のものであり、そこから彼らが自分の教授活動で困っている

こと、課題だと捉えていることを抽出した（伊藤ほか ２０１８）。以上の結果わかったことは、以

下のようにまとめられる。

A．サイトへの意見・要望

・サイトが使いにくい（素材が探しにくい、速度が遅い等）

・素材が古い、種類が少ない（動画、新しい写真、中上級用教材、コミュニケーション能力や

日本語運用力を重視した、新しい教え方に役立つ素材が欲しい等）

・日本語教育に関する情報や知識が欲しい（授業でそのまま使える素材だけでなく、授業の幅

を広げるための情報や、新しい教授法の知識等も欲しい）

・無料で利用できる一般的なイラスト、写真、動画などはネット上で入手できるものの、日本

語教育の現場で活用しやすい素材が豊富にあるとは言えない。教材サイトには、文化理解や

日本語の授業に役立つものなど、ほかのサイトでは扱っていない素材を提供してほしい

B．対象ユーザー層が抱える課題

・自信を持って教えられるようになりたい（日本語運用力、教授法知識について）

・学習者の質問に答えられるようになりたい（日本語および、日本文化・社会について）

・楽しい授業、おもしろい授業、学習者が興味の持てる授業がしたい

３．再構築の目的
２章で挙げた、サイトの問題やユーザーからの要望、教師が抱える課題をもとに、３サイト再

構築の目的を以下のように定めた。

（１）ユーザーにとって、使いやすく便利なサイトにすること

（２）課題遂行能力を育成するための授業実践を支援すること

目的（１）を達成するには、JFSサイトでは情報の整理を行うこと、Can-do サイトでは検索機

能や検索結果画面の改善を行うこと、教材サイトでは検索の向上や新規素材の追加を行うこと

が必要だと考えた。

また、目的（２）を達成するために、課題遂行つまりCan-do の達成を目指した授業デザイン

や教材作成の具体例、Can-do が示す具体的な会話や文章の例を提供することにした。これは２

章で述べた教師のニーズ、すなわち「日本語教育に関する情報や知識が欲しい」「コミュニケ

ーション能力を重視した授業がしたい」「学習者が興味の持てる授業がしたい」という声にも

応えることになる。現場の教師がCan-do を活用して授業や評価を行うには、具体例のほかに、

Can-do にリンク付けされた文法や語彙などの言語材料が必要であるが（投野 ２０１７）、日本語
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には学習者コーパスにもとづいたレベル別の言語項目リストがまだ存在しない。そのため、教

材サイトにある教室活動例、文章や会話の例をCan-do と結びつけて提示することにした。教

師はそれを参考にして、学習者に合わせて必要な言語材料を用意したり、Can-do にもとづく

文章や会話文を作成したりできると考えた。

次の４章では各サイトの再構築における改修の詳細を報告し、５章で３サイトの連携について

述べる。

４．再構築の内容
４．１ JFS サイト

JFS がどのようなものか

が理解しやすく、また JFS

の活用において参考になる情

報が十分に得られるサイトに

改修するため、サイトのどこ

にどんな情報があるのかをわ

かりやすく整理するとともに、

JFSの説明や提供する情報

の見直しを行った。主な改修

点を以下に挙げる。

（１）わかりやすい情報をわかりやすく配置

JFSとは何か、どのように活用できるのかを無理なく理解できるよう、JFSについての簡

潔な説明を新たに掲載した。また、ユーザーが欲しい情報をすぐに見つけられるように、JFS

のガイドブックやパンフレットなどの資料を、「JFスタンダードを利用したい」「レベルの基

準が知りたい」「Can-do 一覧表が見たい」「ロールプレイテストを利用したい」「日本語能力試

験（JLPT）との連関が知りたい」「概要紹介のパンフレットが見たい」「理念・開発過程が知

りたい」の７つのニーズに分類して掲載した。

JFSの開発において参考にされたCEFRについても簡単に紹介し、JFSとの関係性や、JFS

の理念の理解につながるようにした。

（２）JFS活用事例の充実と整理

課題遂行能力を育成するための授業実践に役立つよう、JFSを活用する際に参考になるレ

ポートや論文を充実させた。「コースデザイン」「授業のデザイン・工夫」「評価」「ポートフ

ォリオ」「異文化理解」「教材作成」「アーティキュレーション」「『まるごと 日本のことばと

文化』を使った実践」「JFスタンダードに関する論文・解説・紹介セミナー他」の９つのカテ

図１ JFS サイト トップページ
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ゴリーに分類し、各レポート・論文に簡単な要旨をつけ、ユーザーが探しやすい形で掲載した。

また、この中から、とくにわかりやすいもの、ユーザーの参考になりそうなものを、トップペ

ージでも紹介するスペースを設けた。

４．２ Can-do サイト

より検索しやすく、またCan-do の理解や活用に役立つ情報を提供するサイトを目指し、主

に以下の改修を行った。

（１）完全ユーザー登録制の廃止

旧サイトでは、Can-do サイトを使うにはユーザー登録が必須であり、ログインするたびに ID

とパスワードを入力しなければならなかった。今回、ユーザーの利便性を考慮し、ユーザー登

録なしでCan-do の検索と検索結果のダウンロード、そしてCan-do に関する情報閲覧を可能

にした。

（２）検索画面および検索結果画面の改善

見やすく検索しやすい検索画面にするため、色や配置など、デザインを一新した。具体的に

は、各カテゴリーが「受容」「やりとり」「産出」のどれに関連するのかをわかりやすく表示し

たほか、それぞれのカテゴリーにC（CEFR Can-do）と J（JF Can-do）の文字を付し、CEFR

Can-do と JF Can-do の分布が一目でわかるよう配慮した。機能面では、キーワード検索と条

件検索を併用可能にしたほか、Can-do 一つ一つに整理番号としての整番を付与し、整番で検

索ができるようにした。

検索結果画面は、全体が

見渡せるよう、Can-do の

種別、整番、レベル、種類、

カテゴリー、本文、参考情

報、「関 連Can-do」の 表

示ボタン、「同じカテゴリ

ーのCan-do」の表示ボタ

ンを横一列に収まるよう配

置した。検索結果画面から

直接「同じカテゴリーのCan-do」と「関連Can-do」を表示できるようにすることで、関連す

るCan-do の活用が促進されることを期待した。とくに「関連Can-do」は、CEFR Can-do と

JF Can-do との区別や、両者の関係性がわかるように表示を工夫した。また、サイドバーには

簡易検索画面を設置して、検索結果の微調整ができるようにし、さらに検索結果をそのままロ

グインなしで出力可能にした。

図２ Can-do サイト 検索結果画面
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図３ Can-do サイト 検索結果画面の「参考情報」

（３）言語活動例の提示

３章で述べたように、Can-do を活用した授業デザインや教材作成のヒントとなるよう、また

Can-do に記述されている言語活動やレベルを具体的に理解できるよう、一部の JF Can-do に、

そのCan-do の言語活動例となる文章や会話、タスクに関する情報を表示した。

言語活動例としたのは、① JFS準拠コースブック『まるごと 日本のことばと文化』の会

話や文章、タスク、② JFSサイトにある『JF日本語教育スタンダード準拠ロールプレイテス

トテスター用マニュアル』のガイドライン、③ JF Can-do で目標設定された教材サイトの教

室活動、読解、授業案（後述の「JFS授業案」）である。図３に示すように、検索結果の「参考

情報」に、①については掲載されている本とCan-do 番号を表示し、②と③は対象のページに

リンク付けをした。そして、このような言語活動例が見られるCan-do を「例示があるCan-do」

として検索できるようにした（７）。

４．３ 教材サイト

素材を探しやすくすること、そ

して素材をより充実させることを

主な目的として改修を進めた。と

くにCan-do で目標設定された素

材を充実させることによって、

Can-do を利用した授業デザイン

や教材作成の例を示し、「コミュ

ニケーション能力を重視した授業

がしたい」「新しい教え方が知りたい」といったユーザーの声に応えることを意図した（伊藤

ほか ２０１８）。主な改修点は、以下のとおりである。

図４ 教材サイト「素材を探す」トップページ
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（１）検索の改善

「トピックで探す」「文法・文型で探す」というページを設け、横断的に素材を探せるよう

にした。トピックベースで授業をデザインするユーザー向けの「トピックで探す」は、JFS

の１５のトピック別に、それぞれのトピックに関連する教室活動や読解、イラストなどの素材を

一覧で表示した。また、文型ベースで授業をデザインするユーザー向けの「文法・文型で探す」

は、文法・文型によって２５８の項目を立て、それぞれの文法・文型を授業で扱うときに利用で

きそうな素材や、授業準備に役立つ教師向けの資料を一覧で表示した。

さらに、「欲しい素材がなかなか見つからない」という旧サイトの問題を改善するため、絞

り込み検索の項目を見直し、従来の項目に「活動で使う技能」と「活動のトピック」（８）を加え、

目的、技能、種類、レベル（９）、トピック、教材名の６つの項目を設定した。また、キーワード

検索で条件に合う素材がより多くヒットするように、旧サイトから引き継いだ教室活動と読解

計４５４点のタグを付け替え、イラストの一部９２２点にタグの追加を行った。

さらに、教材一覧が見られるサイドバーを設け、教材全体を把握して素材を探せるようにし

た。

（２）素材の拡充

素材の充実を図るため、①新規素材を追加し、②国際交流基金が運営する他サイトのコンテ

ンツを検索可能にした。①は、「みんなの広場」で連載してきた素材をシリーズ教材にまとめ

たものも含め、教室活動、読解、写真、イラスト、授業案に、計９種類１５０の新規素材を追加し

た。②は、「WEB版エリンが挑戦！にほんごできます。https : //www.erin.ne.jp」および「ま

るごと＋（まるごとプラス）http : //marugotoweb.jp」の動画、「ひろがる もっといろんな

日本と日本語 https : //hirogaru-nihongo.jp」の動画と写真、「日本語教育通信 http : //www.jpf.

go.jp/j/project/japanese/teach/tsushin/」内の「授業のヒント」、「日本語の教え方 イロハ」、

「文法を楽しく」の記事を、教材サイトで検索できるようにした。これにより、「動画を使っ

て日本文化を紹介したい」「自信を持って教えられるよう、教え方に関する情報が欲しい」な

どの要望に応えられるようになった。

（３）Can-do で目標設定された素材の充実

Can-do を目標とする素材を充実させるため、① JFSの考え方を踏まえ作成された「JFS教

材」を追加するとともに、②旧サイトから引き継いだ教室活動の一部に目標Can-do を設定し、

「Can-do あり」素材として検索できるようにした。

①「JFS 教材」には、２０１５年末から「みんなの広場」で連載してきた「A１活動集（読解）」

と「A２活動集（読解）」（１０）をシリーズ教材としてまとめた「JFS 読解活動集」と、今回新しく

追加された「JFS B２教材」、「JFS 授業案」の３種類がある。「JFS B２教材」は上級（B２レ

ベル）学習者向けの多技能統合型教材である。ニーズが多様であるという上級学習者の特徴を
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考慮し、そのままの形で使用するほか、各現場で授業をデザインする際の参考として役立つよ

うに工夫されている（大舩ほか ２０１７）。一方、「JFS 授業案」は、Can-do を目標にした授業

デザインに取り組むユーザーの参考になることを意図したもので、『A Core Inventory for

General English』（１１）に倣い、A１～B２の４つのレベルの、課題遂行を目標にした授業の流れを例

示したものである。目標Can-do、必要な言語項目や能力、利用できる教材、パフォーマンス

タスクを含む活動の流れ、評価ルーブリックの例が提示されている。

②は、「教科書を作ろう」という初級活動集のうち、会話や文章の例、タスクのレベル、お

よび文脈・内容を確認し、無理なく JF Can-do を目標に設定できる１０の素材を対象とした。

（４）Can-do の活用促進

教材サイトユーザー向けに、JFSや Can-do について簡潔に説明したページ「JF日本語教

育スタンダードとCan-do について」を「このサイトについて」に設け、ユーザーがCan-do

の理解を深め、Can-do で目標設定された素材を活用できるようにした。

また、Can-do で目標設定された素材の「目標Can-do」には、Can-do サイトへのリンク付

けをし、遷移先で目標Can-do の「同じカテゴリーのCan-do」と「関連Can-do」が見られる

ようにした。教材サイトユーザーがCan-do サイトに触れる機会となることを期待するととも

に、関連のあるCan-do を参照することによって、その目標Can-do の内容やレベルの特徴に

ついて理解を深められること、目標Can-do の達成に必要な能力を考える上での参考となるこ

とを意図した。

４．４ マイページの新設

Can-do サイトと教材サイトで共用の

マイページを新設した。マイページには

Can-do フォルダと教材フォルダを設け、

Can-do サイトのCan-do や、教材サイト

の素材を保存できるようにした。また、

Can-do には素材を、素材にはCan-do を

ひもづけて保存できる機能をつけ、メモ

の記入もできるようにした。Can-do を

言語活動例となる素材とセットで保存し

たり、具体例となる会話や文章がサイト

上にあれば、そのURLをメモ欄にリン

ク付けしたりするなどの活用方法を想定

したものである。素材についても、活動 図５ マイページ 教材フォルダの利用例
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図６ ３サイトの連携イメージ図

の目標となるCan-do とセットで保存したり、授業での素材の使い方をメモしたりなどして活

用されることを期待した。さらに、フォルダには公開機能をつけた。Can-do や素材をどのよ

うに利用しているのか、どのように両者をひもづけて活用しているのかをユーザー間で共有し、

お互いに参考にすることを期待したためである。特定のグループの共同作業での利用を想定し、

相手を限定した公開も可能にした。

５．３サイトの連携
３章で述べたとおり、今回の再構築の目的の一つは、JFSが提案する、課題遂行能力を育成

するための授業実践を支援することであった。この目的達成に大きく寄与したのは、４章で見

てきたように、３サイトのさまざまな箇所をリンクさせたことである。図６に、３サイトの連携

イメージを示す。

まず、教材サイトにある素材と、Can-do サイトにあるCan-do をリンクさせることにより、

両サイトのつながりができた。これにより、教材サイトのユーザーは、素材利用の際、リンク

先のCan-do サイトで「同じカテゴリーのCan-do」や「関連Can-do」を見て、「目標Can-do」

の言語活動やレベルを確認したり、評価の参考にしたりできる。一方、Can-do サイトのユー

ザーは、リンクされた教材サイトの素材を見ることで、Can-do の記述内容を具体的に理解す

ることができる。Can-do サイトからは、JFSサイトの『JF日本語教育スタンダード準拠ロー

ルプレイテストテスター用マニュアル』のガイドラインにも飛べ、会話やタスクの例を参照す

ることができる。

また、JFSサイトの JFSの解説ページは、教材サイトにリンク付けがされた。これによっ

て、JFSサイトのユーザーが、授業や教材へのCan-do の活用例を見ることができるようにな

った。

このように、３つのサイトを連携させることで、JFSや Can-do を活用する目的で JFSサイ

トやCan-do サイトを訪れたユーザーが、解説を読むだけでなく、具体的な授業デザインや教

材の例、またCan-do に記述された言語行動やレベルを形にした会話や文章、タスクの具体例

を参照しながら活用方法を理解できるようになった。これは、ユーザーが JFSという枠組み

を各教育現場の授業実践に落とし込むための、具体的な手がかりとなる。
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教材サイトとCan-do サイトとは共用のマイページでもつながった。マイページでは、目標

となるCan-do と教室活動案をまとめて管理できたり、Can-do を会話や文章の例と一緒に保存

できたりすることによって、Can-do を活用したユーザーの授業実践をサポートすることが可

能になった。さらに、フォルダに公開機能をつけたことにより、Can-do にかかわる、ユーザ

ー間の学び合いや協働を促すことができる。

６．今後の課題
今回のリニューアルは、それぞれのサイトをより使いやすく便利なサイトにするとともに、

JFSが提案する、課題遂行能力を育成するための授業実践を支援することを目指して行われ

た。まずは、この目的が達成されたのかを確認することが課題である。とくに後者について、

３サイトがつながったことによりどのような利用の変化があったのか、そして JFSや Can-do

に対するユーザーの理解が深まったのかを把握する必要があるだろう。具体的には、教材サイ

トのCan-do で目標設定した素材がどのように利用されているのか、Can-do サイトの「例示が

あるCan-do」がどのように活用されているのか、調査が求められる。

今後もユーザーにとって、さらに使いやすく便利なサイトを目指し、サイトがどのように利

用されているか、どのような支援が求められているのか、動向を把握する必要がある。また、

より多くのユーザーに利用してもらえるよう、サイト利用につながる仕掛けや情報提供を行っ

ていくことが課題となるだろう。

〔注〕
（１）CEFR Can-do が汎言語的で抽象的な記述であるのに対して、JF Can-do は日本語の使用場面を想定し、
具体的な言語活動を例示するものである。

（２）国際交流基金が海外拠点を中心に運営している日本語講座である。
（３）国際交流基金が海外に派遣する日本語専門家を指す。
（４）サイト運営に活かすことを目的に毎年実施されているもの。
（５）国際交流基金日本語国際センターでは、海外のノンネイティブ日本語教師を主な対象とした研修事業を
実施している。

（６）「長期研修」は、日本語教授年数の短い（６か月以上５年未満）若手のノンネイティブ日本語教師（３６歳
未満）を対象に、日本語運用力の向上、基礎的な日本語教授法の習得及び日本理解の深化を目的として
いる。

（７）『まるごと 日本のことばと文化』で言語活動例が見られるCan-do は、旧サイトでも「まるごとCan-
do」として検索できたが、本のどこを見ればいいのかがわかりにくかったため、今回の再構築では、該
当部分がすぐに見つけられるように、詳細な情報を掲載した。

（８）JFS の１５のトピックである。
（９）旧サイトで使用されていた「初級前半」「初級後半」「中級」「上級」に加え、A１～B２の各レベルでも検
索が可能になった。

（１０）「A１活動集（読解）」の内容と特徴については、以下に紹介されている。
「JF日本語教育スタンダードに準拠した読解教材「A１活動集（読解）」と「A２活動集（読解）」」
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（「日本語教育通信 日本語教育ニュース
http : //www.jpf.go.jp/j/project/japanese/teach/tsushin/news/201707.html」）

（１１）British Council と EAQUALS（European Association for Quality Language Service）によって共同開発
された資料で、CEFRの A１からC１までのレベルごとの学習内容と授業の流れが例示されている。目的
は①教師とコースデザイン者の支援のためにCEFRをわかりやすく提示する、②教授・計画プロセス
をより透明に、③学習者の自律学習を支援する、の３点とされている。
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